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きいて・めもして・こたえよう 小3　No.17

かぜの　よぼう（保健の先生）
ほけん せんせい

名前
なまえ

聞くめあて 「よぼうの　しかた」と「その理由」を、番号をつけてメモしま
き りゆう ばんごう

しょう。

①

②

③

④

⑤
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かぜの　よぼう（保健の先生） 小3　No.17｜講話｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

保健の先生から、かぜを　ひかない　ための　話を　します。大切な　ことが　三つ　

あります。

一つ目は、手あらいです。外から　帰ったら、せっけんで、指の　間まで　しっかり　

あらいます。手に　ついた　かぜの　ばいきんを、水で　あらい流す　ためです。

二つ目は、かん気です。休み時間に、まどを　開けて、へやの　空気を　入れかえま

す。同じ　空気の　中に、ばいきんが　たまるのを　ふせぐ　ためです。

三つ目は、早ね早おきです。ねむって　いる　間に、体は　元気を　取りもどします。

すいみんが　足りないと、かぜを　ひきやすく　なります。

この　三つで、元気に　冬を　すごしましょう。

めものれい

①手あらい　指の間まで（ばいきんを　流す）

②かん気　まど開ける（ばいきん　たまるのふせぐ）

③早ね早おき（元気を取りもどす・すいみん）

こたえと かいせつ

（1）指の　間（まで）

「せっけんで、指の　間まで　しっかり　あらいます」と　言って　いまし

た。

（2）ア

「同じ　空気の　中に、ばいきんが　たまるのを　ふせぐ　ためです」と　言

って　いました。

（3）ア（元気を　取りもどす）

「ねむって　いる　間に、体は　元気を　取りもどします」の　部分です。

（4）三つ

はじめに「大切な　ことが　三つ　あります」と　数を　言って　いました。

手あらい・かん気・早ね早おきです。
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